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ʢࡌهのํ๏ʣ
ᶃ֤෦԰の্͔Βͨݟਤをඳきましょう。
ᶄస౗、མԼ、ඈ͢ࢄΔ΋のをԫ৭でృΓましょう。
ᶅ͕ݥةੜ͡΍͢いํ޲を੺৭の໼ҹでࣔしま
しょう。
ᶆ୤ग़ܦ࿏を੨৭の໼ҹでࣔしましょう。

　1���೥に起きた「ࡕਆ・୶路大震災」では、家は
ແࣄだったけれど、家具の下ෑきになって๢くなっ
た方が大੎いました。
　もし、଍や頭にけがをしたら、௡೾や火ࣄからಀ
͛たくても、ಀ͛ることができません。
　まず、ࣗ ෼や家族のաごしている෦԰が安全かど
うか確認してみましょう。

ʲ確認するϙΠϯτʳ
１ɽݻఆされていないタンスやຊ୨、ఱҪのর໌ث具があるか。
２ɽ૭ガラスやށ୨のガラスはඈࢄ防ࢭ対策ʢڧԽガラスに替える、ϑィルϜをషる
　などʣをしているか。
３ɽ୤ग़路は確保できるか。ʢ෦԰からग़る方法はෳ਺ありますか。υΞの近くに、
　अຐになりそうな家具などがありませんか。ʣ

ࣗ෼΍家族のա͝す෦԰を安全ʹする

★෦԰を҆શに͢ΔͨΊのରࡦについて、家族で話し合い感想を書きましょう。
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名前

（　　 　年　  　組　　 番）

備蓄品の種類と量、場所を確認する
あなたの家には、家族が1週間生き延びるために必要な備蓄品がどれだけありますか。

・トイレットペーパーやティッ
シュ、粘着テープは使い方
によって大変便利です。

・ケガに備えて薬品やガー
ゼもあると便利です。
・携帯ラジオを用意するなら
電池も確保すべきです。

・下着の替えやタオルも必要
ですが、雨や寒さ対策に、
雨合羽やジャンパー、セー
ターも必要です。
・頭を保護するヘルメットな
ども用意すべきです。

・1日に必要なカロリーは、大人
で男性２５００kca l、女性
2 0 0 0 k c a l 、子どもは
１５００ｋｃａｌ程度です。
・水や火を使わなくてもすぐ食
べられるもので、かつ軽いも
のが適しています。

・大人は１日３ℓ、子どもは１
日２ℓ必要です。
・１ℓ＝１kgですから、大量
に持って避難することは困
難です。

種類 具体的な品名と量 注意点
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★備蓄品について、家族で話し合い感想を書きましょう。
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・夜、避難するなら懐中電灯が、
病気の人がいるなら薬が、ײછ
঱対策としてϚスΫが必須です。
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名前

（　　 　年　  　組　　 番）

通学路上の避難マップを作成する

※地震避難マップと台風避難マップは違う場合があります。
※避難ルートは複数考えておきましょう。 雨の日や夜間に避難する場合も想定ください。
※津波が想定されている地域では、少しでも早く海岸から逃げる避難ルートを考えましょう。
※災害が起こったとき、皆さんが率先して避難することで他の人の避難を促すことができます。

　あなたの通学路の地図を描きましょう。危険な場所には×をして、何が危険かを書き
ましょう。また、避難する場所に○をして、そこまでの道を描きましょう。

例

◆避難経路について、家族で話し合い感想を書きましょう。
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名前

（　　 　年　  　組　　 番）

名前

（　　 　年　  　組　　 番）

　あなたの通学路の近くにある「安全と思われる場所」を書いてください。
　また、その理由なども書いて下さい。

（2） 通学路での安全な場所と避難経路
備蓄品の種類と量、場所を確認する

家族 避難先
例）

姉

大学 大学の○○学部棟

友人の家（電話×××-×××-××××） ○○小学校
災害用伝言ダイヤル（１７１）で

避難先を伝える。

交通機関が復旧するまで待機する。

居る時間の多い場所 避難した後

　あなたの家には、家族が1週間生き延びるために必要な備蓄品がどれだけありますか。
家族の避難先を知って、連絡を取る
　例えば、平日の昼間、大地震が起きたとき、あなたやあなたの家族はバラバラになっ
てしまうかもしれません。
　あなたの家族の避難先になりそうな場所を把握しておきましょう。

・トイレットペーパーやティッ
シュ、粘着テープは使い方
によって大変便利です。
・夜、避難するなら懐中電灯
が、病気の人がいるなら薬
が必須です。
・ケガに備えて薬品やガー
ゼもあると便利です。
・携帯ラジオを用意するなら
電池も確保すべきです。

○災害用伝言ダイヤルの使い方を家族全員で、
覚えておきましょ う。
　また、張り紙で知らせるのも一つの方法です。
　さらに、助けが必要な家族がいるならあなたが
助けに行く心構えをしておきまょう。

・下着の替えやタオルも必要
ですが、雨や寒さ対策に、
雨合羽やジャンパー、セー
ターも必要です。
・頭を保護するヘルメットな
ども用意すべきです。

・1日に必要なカロリーは、大人
で男性２５００kca l、女性
2 0 0 0 k c a l 、子どもは
１５００ｋｃａｌ程度です。
・水や火を使わなくてもすぐ食
べられるもので、かつ軽いも
のが適しています。

・大人は１日３ℓ、子どもは１
日２ℓ必要です。
・１ℓ＝１kgですから、大量
に持って避難することは困
難です。

種類 具体的な品名と量 注意点

水

食

料

衣

類

日
用
品

電話番号
（×××）×××‒××××

にダイヤル1 7 にダイヤル1

録音の場合 1

ガイダンスに従う

災害用伝言板サービス
　災害発生時などは、携帯電話を利用して安否情報を登

録でき、家族や友人の安否情報を携帯電話やパソコンか

らも確認できます。お持ちの携帯電話会社にサービス方

法を確認してください。

伝言の録音方法

電話番号
（×××）×××‒××××

にダイヤル1 7 にダイヤル1

再生の場合 2

ガイダンスに従う

伝言の再生方法

★備蓄品について、家族で話し合い感想を書きましょう。 ◆家族の避難場所について、家族で話し合い感想を書きましょう。
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